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委員会視察レポート
◆総務経済常任委員会
◆厚生文教常任委員会
◆議会運営委員会

第４回定例会（令和７年12月９日～18日）
◆可決した条例・補正予算等
◆タブレット導入でペーパーレス化へ
◆一般質問
◆賛否が分かれた議案等
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・16P

議会のペーパーレス化がはじまりました！
大量の紙情報をタブレット１台に集約できます
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厚生文教常任委員会
　　が報告します！

11月14日　大阪府泉大津市
従来の図書館像を覆す

泉大津市立図書館「シープラ」

子育ての安心につながる見守りおむつ定期便

　駅前商業施設４階に令
和３年開館。飲食可能ス
ペースや授乳室、工作・
セミナースペースなど多
彩な設備を設置し、図書
館を日常利用していなか
った方にも足を運んでも
らえるよう、あらゆるラ
イフステージで役立つ図書館を目指している。基本
的な図書館サービスに加え、年間200を超えるセミ
ナーなどの様々な企画を実施している。

ポイントはココ！

視察を終えて
・深川市では本との偶然の出会いが減っており、市
立図書館をさらに充実させ、誰もが自由に訪れる
場にする必要性を強く感じた。（村上副委員長）
・市民のための空間を実現する強い思いと努力に感
銘を受け、図書館の未来は固定概念を超えること
で発展すると実感した。　　　　　（大前委員）

11月12日　兵庫県川西市
学びの選択肢を広げる
校内サポートルーム

　川西市では「学びを止
めない」を目標に、不登
校支援方策を体系化し、
５つの方向性で施策を推
進している。市内全ての
小中学校に設置している
校内サポートルームでは、
専任の支援員を配置し一人一人に寄り添う支援に取
り組んでおり、自分に合ったペースで学習・生活が
できる環境を整備し、学びの選択肢を広げている。

ポイントはココ！
●サポートルーム支援員は、人柄と傾聴の姿勢
を重視し、教員免許の有無は問わない。

●児童生徒の居場所として機能し、不安感の軽
減や多様な学びにつながる環境を目指してい
る。
●児童生徒が「話したい」「相談したい」「助
けて欲しい」と思える相手を増やすことを
目的としている。

視察を終えて
・深川市では学校規模などの観点から校内サポート
ルームの設置は困難と考えるが、実情を踏まえた
不登校対策に取り組む必要がある。（鶴岡委員）
・川西市では教職員の意識改革や予算拡充などの課
題があるが、これらを参考に深川市議会としても
問題解決に取り組む必要がある。　（山本委員）

市立図書館

子供・子育て支援

不登校対策

11月13日　大阪府富田林市

●「静かに」という従来のルールを設けない
自由な利用を推進し、静かに過ごしたい方向
けのスタディルームも整備している。
●商用データベースの提供や無料セミナーの
開催など、ビジネス支援が充実している。

●地域の産業や歴史に関する常設展示を実施
している。

ポイントはココ！
●対象は生後２か月～１歳未満とし、あく
までも見守りが目的であるため、対面で
おむつの受け渡しができるようきめ細かな
対応を行っている。
●対面での相談対応に加え、子育て支援サー
ビスの情報提供を行っている。
●利用者との信頼関係構築のため、同一配
達員が継続訪問し、月次報告や緊急対応体
制も整備している。

視察を終えて
・子育て家庭への寄り添いと早
期支援を実現する取組で、行
政と民間の協働による効率的
な運営は、本市の施策検討の
参考になる。（田畑委員長）
・おむつ定期配達により、自然
な会話の流れから育児状況を
把握しやすいと感じた。また、
高い利用率と職員の熱意が際
立っていた。　（松原委員）

　富田林市では、児童の健
全育成と虐待の早期発見を
目的に、専任の「見守り配
達員」が、おむつ配達の際
に子育てや生活の困り事を
相談対応し、必要な支援に
つなげる「見守りおむつ定
期便事業」に取り組んでい
る。入院や帰省でサービス
を受けられないケースもあ
るが、対象の97％以上が本
事業を利用している。

総務経済常任委員会
　　が報告します！

有機農業

地域資源活用

ＡＩ漏水調査
11月４日　新潟県新発田市
有機農業を核とした
持続可能な農業

11月６日　富山県射水市

もみ殻循環プロジェクトで地域資源を有効活用

　新発田市は、農業を取
り巻く諸課題に対応する
ため、オーガニックＳＨ
ＩＢＡＴＡプロジェクト
を始動。有機米の産地形
成、付加価値の高い特産
品・加工品づくり、海外
販路拡大による輸出の促
進という三つの取組を柱とし、農産物の高付加価値
化を図ることで、農業所得の向上、持続可能な農業
を目指している。

ポイントはココ！
●有機農業では農薬や除草剤が使えないため、大
学と連携し、除草ロボットや有機肥料の開
発に取り組むとともに、機械導入費用などを
支援。
●市内業者と連携し、有機米を原料とした加工
品を開発。
●市長自らが海外へ赴き、現地バイヤーにトッ
プセールスを行うなど、海外販路を拡大。

ポイントはココ！
●産学官民による研究で、一定の温度でも
み殻を燃やす技術を確立し、もみ殻を燃や
して非晶質シリカ灰を作ることに成功。
●非晶質シリカ灰から作った肥料は従来のも
のより安価で、地域で出たもみ殻を活用
した水稲用肥料として、ＪＡいみず野管内
で使用されている。
●燃焼時の熱はイチゴハウスの暖房に使うな
ど、バイオマスエネルギーの活用も実現。

視察を終えて
・新発田市は兼業農家が中心で、深川市と農業規模
の違いはあるが、オーガニックＳＨＩＢＡＴＡプ
ロジェクトとして、農業と商工業などが連携して
市独自のブランドを作り上げることはすばらしい
取組で、深川市でも参考になると感じた。　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　（北村委員）

　長岡市では、ＡＩと人
工衛星を活用した水道管
漏水調査を導入した。従
来は2,400キロメート
ルの管路を10年かけて人
力で調査していたが、Ａ
Ｉ解析により漏水の可能
性がある区域を半径100メートルに絞り込み、調
査期間を３年に短縮。経費も約６割縮減された。

ポイントはココ！
・ＡＩの導入により、調査期間は10年から３年へ
短縮、費用は約２億円から約8,000万円に縮
減。
・漏水の可能性があるエリアを半径100メートル
の範囲で絞り込み、効率的な調査が可能。

・漏水可能性エリアとされた場所でも漏水が発見
されない場合もあり、精度に課題もあるが、１キ
ロメートル当たりの漏水発見率は３倍に向上。

視察を終えて
・人口減少で水道事業の運営が厳しくなってきてい
る本市にとっても、ＡＩを活用した水道管の維持
管理は、今後、必要な技術であると感じた。
　　　　　　　　　　　　　　　（伊藤副委員長）
・長岡市では時間と経費の大幅な削減となった。深
川市では条件が違うため同じ効果になるとは思わ
ないが、検討に値すると思う。　（佐々木委員）

11月５日　新潟県長岡市
漏水調査にＡＩを活用し
調査期間と費用を縮減

視察を終えて
・もみ殻から作った肥料は従来
肥料より安価で、肥料等生産
資材が高騰する中、こういっ
た経費の削減も、大いに参考
になると考える。（有働委員）
・もみ殻を燃焼し多種多様な用
途に利活用することは、地球
温暖化対策の一助になるなど
環境にやさしい取組にもなる
と感じた。　　（新田委員）

　射水市は、毎年大量に発
生するもみ殻を地域資源と
して活用するために「もみ
殻循環プロジェクトチー
ム」を結成。産学官民の連
携により、もみ殻から非晶
質シリカを生成することに
成功し、水稲用肥料の商品
化やバイオマスエネルギー
としての利用など資源循環
型農業の取組を行っている。
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議会運営委員会
　　が報告します！

10月21日　三重県鳥羽市
報告から対話 “グループ
ディスカッション方式”へ

　鳥羽市議会では、市民との地域
課題の共有などを目的に議会報告
会の開催方法を見直し、「ＴＯＢ
Ａミライトーク」として、グルー
プディスカッション方式を取り入
れた意見交換を行っている。この
中で出された意見を各委員会で検
討し、議会において意見書・決議
の議決や、市への政策提言につな
げるなどの取組を行っている。

ポイントはココ！

視察を終えて
・本市の議会報告会は、報告がメインであるため一
方通行になりがち。グループディスカッションに
よる双方向の議会報告など、今後の在り方を検討
する上で生かしていきたい。　　　（伊藤委員）

・グループディスカッションなどで地域の課題を議
員が市民と共有しながら、まちの未来に反映して
いくことが大切であると感じた。
　　　　　　　　　　　　　　　（山本副委員長）

10月20日　愛知県尾張旭市
“多様な取組”により
議会の活性化を図る

　尾張旭市議会では、議
会を活性化するには「議
論する議会」が必要との
観点から議論をスタート。
議会運営では「確認権」
や「議員間討議」といっ
た運用の導入や、市民に
開かれた議会を目指し「議会報告会・意見交換会」
や「わくわく親子議会体験ツアー」の開催など、
様々な取組を積極的に行っている。

ポイントはココ！
●確認権（反問権）によって論点を明確にし、
理事者（市長等の答弁者）と的確な議論を行う
ことができる。また、市民も議論の論点や争点
を的確に把握することができる。
●議員間討議は、確認権と同時に検討。委員会に
係る議案や請願・陳情等について他の委員と
意見を交わすことで論点を明確にし、議論
を深めるために導入。常任・特別委員会や議会
運営委員会において多数の実績。
●尾張旭市議会基本条例について、条例の目的
の達成度や見直しのため、改選毎に議員が
評価・検証を実施。評価時期や評価基準の議
員間の共通認識といった課題も確認。
●議会報告会は２部制とし、第１部では設定し
た内容の議会報告。第２部は３常任委員会に分
かれ、設定したテーマに沿って参加者との意見
交換を行う。
●子供たちに議会へ関心を持ってもらうため、議
会で「わくわく親子議会探検ツアー」を企
画。小学４～６年生と保護者を対象に、市議会
クイズ、議場等の探検、記念撮影などを実施し
好評を得ている。

視察を終えて
・確認権については、かみ合わない質疑を防止し、
議論を深めるには有効であると考える。議会の活
性化を図ることは大変重要で、深川市議会でも
様々な取組を考えていく必要があると感じた。　
　　　　　　　　　　　　　　　　（村上委員）
・深川市議会でも質問に対し答弁が漏れていると言
われる場面が見受けられる。的確な議論が必要で
あり、確認権の導入に向け検討を進めていくこと
が重要と感じた。　　　　　　（山本副委員長）

ＴＯＢＡミライトーク 議会運営・開かれた議会

●一方通行の報告から市民との双方向対話とす
るため、団体（５人以上のグループ）からの
依頼により開催し、依頼先へ議員を派遣。

●移住定住、子育て支援、産業振興などのテーマ
に沿って、グループディスカッション方式
で実施。
●市民の意見を上手に引き出すため、堅苦しい雰
囲気とならないよう議員もラフな服装で参加。
また、参加者全員が意見を出しやすい環境
を整えるファシリテーター（中立的な立場
の進行役）の研修を行っている。
●ミライトークでは「市民の要望を聞く」の
ではなく「情報を共有する」という姿勢で
臨んでいる。出された課題について、その要因
や解決方法を一緒に考えることで有意義なもの
になる。
●出された意見は「行政に対する意見」「議
会に対する意見」「議会として取り扱うべ
き意見」に分類し、各委員会で検討の上、政
策提言などにつなげる。

※補正予算　年度当初の予算（当初予算）に、追加・その他の変更を加えるために提出される予算
※付議事件　本市議会だよりでは、議案のうち条例、補正予算、人事案件、意見書以外のものを付議事件
　　　　　　としています。
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　令和７年12月９日開会の第４回定例会において、国の重点支援地方交付金を活用した
物価高騰対策などの各事業費が計上された令和７年度一般会計補正予算（第４・５号）
を可決しました。事業の中から主なものを紹介します。

国が進める「強い経済」を実現する総合経済対策
に係る補正予算案を可決
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　食料品をはじめとする生活必需品の価格
高騰による家計への負担を軽減するため、
国の重点支援地方交付金を活用し、市民１
人当たり３，０００円の生活応援給付金を
支給します。

生活応援給付金事業

　物価高の影響が長期化し、幅広い世帯に
負担が広がる中、特に影響を受けやすい子
育て世帯を力強く支援するため、ゼロ歳か
ら高校３年生の年代までの子供１人につき
２万円を応援手当として支給します。

物価高対応子育て応援手当

総額 7,609 万円 総額 4,100 万円
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タブレット導入でペーパーレス化へタブレット導入でペーパーレス化へ

なぜタブレット端末を導入したのか

●　紙資料が膨大で印刷・配付に多くの時間とコストがかかっていた
●　膨大な資料の中から、該当の資料を見つけるのに時間がかかっていた
  →デジタル技術の活用による業務効率化や利便性の向上が必要

導入による効果

１

2

　従来の郵便・メール・ＦＡＸに代わり、
インターネット上の会議システムを利用す
ることで、会議資料等を迅速に共有するこ
とができ、これまでの膨大な紙媒体の資料
をタブレット端末に集約できます。

　写真や図解なども
カラーで鮮明に表示
できるほか、文字の
拡大もできるため視
認性が大幅に向上し
ました。

情報伝達の迅速化及び
紙資源の節約（環境負荷の低減）

資料の視認性の向上 3

第４回定例会では、
約１万枚の紙資料の削減効果を確認
　　紙１枚の印刷コストを１０円とすると
　　経費削減効果は約１０万円
※会議システムで閲覧した資料のページ数を、紙に
　印刷した場合の枚数として換算したものです。

議会活動における今後の取組

タブレット端末を試験運用した第４回定例会の様子

●　可能な範囲でペーパーレス化を推
進し、印刷・配付コストの抑制、
業務効率化を図ります

　　　　市議会だよりの校正作業にも
　　タブレット端末を活用するこ
　　とで、紙を削減しました

●　災害時の迅速な情報共有などに役
立てることを検討します

　資料の検索機能
など、高い文書管
理機能が備わって
います。さらに、
印刷・配付に係る
作業時間の減少が
期待できます。

利便性向上及び業務効率化

　議会活動のさらなる活性化や利便性の向上、紙資源の削減、業務効率化を目的に各議員へタブレッ
ト端末を貸与しました。このページでは、タブレット端末導入の背景や効果、そして今後の取組につ
いて紹介します。
　なお、令和７年第４回定例会では、紙資料と併用しながらタブレット端末の試験運用を行いました。

導入までの流れ

１ 令和５年12月
検討開始

　議会改革特別委員会を設
置し、先進自治体の導入状
況などの調査研究を開始

2 令和６年６月
タブレット実演

　タブレット端末を用いた
操作実演を行い、導入イメ
ージを具体化

3 令和７年２月
先進地視察

　議会改革特別委員会が北
海道内の先進自治体を視察

4 令和７年８月
会議システム決定

　導入実績が豊富な複数の
会議システムを費用対効果
なども踏まえ比較検討

5 令和７年11月
操作研修

　研修会で操作方法を確認
し、定例会や委員会での運
用ルールについて協議

6 令和７年12月
運用開始

　タブレット端末管理及び
使用基準を決定、紙との併
用で試験運用を実施

市民の皆さんの疑問にお答えします
Q　タブレット端末の導入には全議員が賛成しているの？
A　一部の議員からは「導入費用が高く、市民の理解が得られにくいのではないか」などと
いった反対意見がありました。こうした意見も踏まえ、当初予算（約６００万円）ベース
よりもコストを抑えたタブレット端末などを採用しています。今後は、印刷や配付に係る
費用削減などの効果を数値で示すなど、市民の皆さんに分かりやすくお伝えしていきます。

Q　導入費用は？
A　令和７年度の導入費用は約１９９万円で、次年度以降の維持費用は年間で約４０万円で
す。タブレット端末の導入により、印刷や配付に係る経費の削減が期待され、長期的には
コストの抑制につながる見込みです。

Q　紙の資料は完全になくなるの？
A　すべての資料を電子化するわけではなく、必要に応じて紙の資料を併用していきます。

導入費用　約１９９万円
端末等購入費

会議システム初期設定・操作説明

会議システム利用料(１１～3月分)

約１５４万円

約２８万円

約１７万円

タブレット端末の導入には全議員が賛成しているの？
　一部の議員からは「導入費用が高く、市民の理解が得られにくいのではないか」などと
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人
口
減
少
や
担
い
手
不

足
に
よ
り
、
地
域
の
付
加
価

値
創
出
や
経
済
の
循
環
規
模

は
十
分
と
は
言
え
な
い
。
市

と
し
て
新
た
に
収
益
を
生
み
、

地
域
全
体
で
稼
ぐ
力
を
高
め

て
い
く
こ
と
が
課
題
と
思
う

が
、
現
在
の
取
組
内
容
を
伺

う
。
　
　
地
元
で
生
み
出
せ
る
付

加
価
値
や
地
域
経
済
の
循
環

を
高
め
る
取
組
と
し
て
、
移

住
促
進
や
ス
ポ
ー
ツ
等
の
交

流
人
口
拡
大
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
た
農
業
へ
の
支
援
、
企

業
誘
致
の
推
進
、
宮
崎
県
都

城
市
と
の
物
産
品
相
互
取
扱

に
関
す
る
協
定
、
市
民
の
健

康
づ
く
り
や
空
き
家
対
策
に

係
る
民
間
企
業
と
の
連
携
協

定
、
台
湾
・
ベ
ト
ナ
ム
と
の

交
流
な
ど
多
様
な
施
策
を
進

め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
通

じ
て
、
官
民
一
体
と
な
っ
た

地
域
経
済
の
発
展
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
　
地
域
課
題
が
高
度
化
・

複
雑
化
す
る
中
、
本
市
に
お

い
て
も
市
民
が
主
体
的
に
関

わ
る
取
組
は
、
地
域
の
維

持
・
活
性
化
の
た
め
、
不
可

欠
な
状
況
に
あ
る
。
多
様
な

市
民
が
参
加
し
や
す
い
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
考

え
を
伺
う
。

　
　
市
民
参
加
の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
や
ア
ン
ケ
ー
ト
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な
ど
を

通
じ
て
多
様
な
視
点
を
取
り

入
れ
て
い
ま
す
が
、
働
く
世

代
や
子
育
て
世
代
な
ど
、
時

間
の
制
約
が
あ
る
方
々
に
も

参
画
い
た
だ
け
る
よ
う
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
公
式
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
た
オ
ン
ラ

イ
ン
で
の
意
見
募
集
や
、
市

民
団
体
が
主
催
す
る
イ
ベ
ン

ト
情
報
の
発
信
な
ど
、
デ
ジ

タ
ル
技
術
を
活
用
し
進
め
て

い
ま
す
。
今
後
も
こ
う
し
た

取
組
を
継
続
し
、
市
民
参
画

を
促
進
し
て
い
き
ま
す
。

地
域
の
稼
ぐ
力
を
高
め
る
取
組

官
民
一
体
の
経
済
発
展
を
図
る

返
礼
品
拡
充
と
今
後
の
見
込
み

新
た
な
返
礼
品
開
発
に
努
め
る

市
民
の
主
体
的
参
加

に
向
け
た
取
組
は

ふるさと納税ＰＲチラシ

第４回定例会で行った10人の
議員の一般質問を紹介します。

た ばたはる み

「民主クラブ」
田畑陽美  議員

ふるさと納税は
こちら：市HP

中高生が参加したタウン
ミーティングの様子

にっ た あきら

「民主クラブ」
新田　旺  議員

深川市公式LINE
はじめました：
市HP

　
　
全
国
的
な
少
子
化
で
児

童
生
徒
数
が
減
少
し
、
学
校

の
小
規
模
化
が
急
速
に
進
ん

で
い
る
。
子
供
の
学
び
と
成

長
を
支
え
る
た
め
、
適
正
な

教
育
環
境
の
整
備
が
求
め
ら

れ
る
が
、
将
来
を
見
据
え
た

小
中
一
貫
校
の
導
入
に
つ
い

て
伺
う
。

　
　
本
市
で
は
、
深
川
市
学

校
配
置
基
本
方
針
等
に
基
づ

き
学
校
配
置
し
て
い
ま
す
。

こ
の
方
針
等
で
は
小
中
一
貫

教
育
に
触
れ
て
い
な
い
た
め
、

現
時
点
で
義
務
教
育
学
校
な

ど
の
小
中
一
貫
校
に
関
す
る

考
え
は
持
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

小
中
連
携
は
大
変
重
要
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
各
中
学
校
区

で
様
々
な
取
組
を
進
め
て
い

ま
す
。
今
後
も
子
供
た
ち
に

と
っ
て
よ
り
よ
い
教
育
環
境

と
な
る
よ
う
、
多
様
な
教
育

形
態
を
視
野
に
引
き
続
き
研

究
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
が
ん
治
療
に
よ
る
脱
毛

は
心
理
的
負
担
と
な
り
、
高

額
な
医
療
用
ウ
イ
ッ
グ
等
を

購
入
で
き
ず
悩
む
患
者
も
い

る
。
外
見
の
変
化
は
生
活
や

社
会
参
加
に
影
響
を
及
ぼ
す

た
め
、
外
見
ケ
ア
を
支
援
す

る
助
成
制
度
の
創
設
に
つ
い

て
伺
う
。

　
　
現
在
、
財
源
確
保
の
観

点
か
ら
、
北
海
道
市
長
会
を

通
じ
て
、
令
和
７
年
度
春
季

以
降
の
国
へ
の
要
請
事
項
に
、

が
ん
治
療
者
の
ア
ピ
ア
ラ
ン

ス
ケ
ア
に
関
す
る
助
成
を
追

加
し
、
要
請
活
動
を
続
け
て

い
ま
す
。
今
後
は
、
ア
ピ
ア

ラ
ン
ス
ケ
ア
を
必
要
と
す
る

方
の
実
態
や
支
援
ニ
ー
ズ
を

把
握
す
る
た
め
、
従
来
の
保

健
師
に
よ
る
健
康
相
談
に
加

え
、
新
た
に
相
談
会
の
開
催

な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。
こ

れ
ら
の
状
況
を
踏
ま
え
、
試

行
的
な
助
成
制
度
の
実
施
も

含
め
、
支
援
の
在
り
方
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

小
中
一
貫
校
導
入
の
考
え
は

多
様
な
教
育
形
態
を
研
究
す
る

医
療
用
ウ
イ
ッ
グ
等

助
成
制
度
の
創
設
を

　
　
昨
年
度
の
ふ
る
さ
と
納

税
は
非
常
に
好
調
で
、
着
実

に
寄
附
額
を
伸
ば
し
て
い
る
。

今
後
は
、
寄
附
者
に
と
っ
て

魅
力
的
で
、
地
域
に
も
確
か

な
効
果
が
見
え
る
取
組
が
必

要
と
思
う
が
、
返
礼
品
の
拡

充
状
況
と
今
後
の
見
込
み
を

伺
う
。

　
　
現
在
、
ふ
る
さ
と
納
税

サ
イ
ト
に
は
約
１
０
０
種
類

の
返
礼
品
を
掲
載
し
て
お
り
、

今
年
度
は
約
20
点
を
新
た
に

追
加
し
ま
し
た
。
今
後
の
見

込
み
に
つ
い
て
は
、
市
内
事

業
者
か
ら
既
に
問
合
せ
を
受

け
て
い
る
返
礼
品
も
あ
り
ま

す
の
で
、
速
や
か
に
掲
載
で

き
る
よ
う
準
備
を
進
め
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
新
た
な
返
礼
品

の
発
掘
や
開
発
に
も
力
を
入

れ
、
深
川
市
の
魅
力
を
広
く

発
信
で
き
る
よ
う
、
引
き
続

き
返
礼
品
の
確
保
に
努
め
、

ふ
る
さ
と
納
税
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

　
　
令
和
７
年
10
月
に
開
催

さ
れ
た
農
道
音
楽
祭
は
大
変

な
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
、
会
場

外
で
も
来
街
者
消
費
に
よ
る

経
済
効
果
が
波
及
し
た
。
継

続
開
催
の
た
め
、
団
体
や
企

業
、
自
治
体
の
連
携
が
必
要

と
考
え
る
が
、
市
の
関
わ
り

方
を
伺
う
。

　
　
地
域
主
体
の
イ
ベ
ン
ト

は
、
企
画
・
運
営
の
主
体
性

を
尊
重
し
つ
つ
、
行
政
と
し

て
可
能
な
範
囲
で
支
援
し
て

い
ま
す
。
行
政
が
過
度
に
関

与
す
る
の
で
は
な
く
、
地
域

の
皆
さ
ん
が
自
ら
築
き
上
げ

る
交
流
の
場
を
尊
重
し
、
必

要
に
応
じ
て
支
え
る
こ
と
が

継
続
開
催
に
つ
な
が
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
農
道
音
楽
祭

を
は
じ
め
、
地
域
発
の
特
色

あ
る
イ
ベ
ン
ト
が
着
実
に
発

展
し
、
地
域
全
体
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
よ
う
、
必
要
に

応
じ
て
支
援
の
在
り
方
を
検

討
し
ま
す
。

農
道
音
楽
祭
と
市
の

関
わ
り
方
に
つ
い
て

まつもとまさひろ

「令和公明クラブ」
松本雅祐  議員

医療用ウィッグのイメー
ジ

深川市学校配置
基本方針
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聴
覚
障
が
い
者
や
加
齢

性
難
聴
者
に
対
す
る
支
援
と

し
て
、
言
葉
を
瞬
時
に
文
字

へ
変
換
す
る
字
幕
表
示
シ
ス

テ
ム
が
各
分
野
で
導
入
さ
れ

て
い
る
。
市
庁
舎
の
窓
口
で

の
字
幕
表
示
シ
ス
テ
ム
の
導

入
に
つ
い
て
、
市
の
考
え
を

伺
う
。

　
　
庁
舎
窓
口
へ
の
字
幕
表

示
シ
ス
テ
ム
の
導
入
は
、
耳

の
聞
こ
え
づ
ら
い
方
へ
の
支

援
だ
け
で
な
く
、
外
国
語
で

の
相
談
対
応
に
も
有
効
と
認

識
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
音

声
認
識
や
翻
訳
の
精
度
、
窓

口
で
の
操
作
性
、
導
入
コ
ス

ト
な
ど
の
課
題
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
先
行
自
治
体
の
事
例

収
集
や
、
本
市
窓
口
に
お
け

る
ニ
ー
ズ
な
ど
の
実
態
把
握

に
努
め
ま
す
。

　
　
令
和
７
年
９
月
か
ら
緊

急
銃
猟
制
度
が
施
行
さ
れ
、

市
町
村
は
一
定
の
技
術
を
有

す
る
狩
猟
者
へ
捕
獲
業
務
を

委
託
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

危
険
を
伴
う
捕
獲
・
駆
除
業

務
に
対
し
、
市
の
対
応
マ
ニ

ュ
ア
ル
を
作
成
す
る
考
え
を

伺
う
。

　
　
現
行
の
鳥
獣
保
護
管
理

法
で
は
、
住
宅
地
で
の
銃
猟

は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

建
物
に
熊
が
立
て
こ
も
る
ケ

ー
ス
な
ど
対
処
が
困
難
な
状

況
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
生
活

圏
に
出
没
し
た
際
に
安
全
を

確
保
し
た
上
で
銃
猟
を
可
能

と
す
る
法
改
正
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
国
が
示
す
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
で
は
、
通
報
対
応
や
住

民
へ
の
注
意
喚
起
、
交
通
規

制
、
避
難
な
ど
安
全
確
保
の

手
順
を
は
じ
め
、
緊
急
銃
猟

の
条
件
、
委
託
、
損
失
補
償

な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
マ
ニ
ュ

ア
ル
作
成
が
求
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
本
市
で
も
警

察
や
猟
友
会
と
協
議
し
な
が

ら
慎
重
に
整
備
を
進
め
て
い

ま
す
。

窓
口
に
字
幕
表
示
シ
ス
テ
ム
を

窓
口
で
の
ニ
ー
ズ
を
調
査
す
る

緊
急
銃
猟
に
対
す
る

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

　
　
現
在
、
有
害
鳥
獣
対
策

支
援
員
と
し
て
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
員
２
人
が
任
用
さ

れ
て
お
り
、
有
害
鳥
獣
の
駆

除
活
動
で
、
す
ば
ら
し
い
成

果
を
上
げ
て
い
る
。
３
年
間

の
任
期
満
了
後
の
サ
ポ
ー
ト

に
つ
い
て
、
市
の
考
え
を
伺

う
。
　
　
本
市
で
は
、
令
和
６
年

８
月
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊

員
２
人
を
有
害
鳥
獣
対
策
支

援
員
と
し
て
任
用
し
、
エ
ゾ

シ
カ
や
ヒ
グ
マ
な
ど
の
捕
獲
、

わ
な
の
見
回
り
、
住
民
へ
の

注
意
喚
起
な
ど
に
精
力
的
に

取
り
組
み
、
農
作
物
被
害
の

防
止
に
大
き
く
貢
献
し
て
い

ま
す
。
本
市
と
し
て
は
、
任

期
満
了
後
も
市
内
に
定
住
し
、

対
策
の
中
核
的
な
役
割
を
担

っ
て
欲
し
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
今
後
の
希

望
や
意
向
を
丁
寧
に
伺
い
、

関
係
機
関
と
連
携
し
て
定
着

に
向
け
、
総
合
的
に
支
援
し

て
い
く
考
え
で
す
。

　
　
気
象
変
動
に
よ
り
木
の

実
な
ど
が
減
少
し
、
熊
の
エ

サ
が
不
足
す
る
状
態
が
数
年

続
い
て
お
り
、
全
国
的
に
多

く
の
被
害
が
発
生
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
取
組
の
継
続
に

加
え
、
新
た
な
対
策
が
必
要

と
考
え
る
が
、
市
の
考
え
を

伺
う
。

　
　
近
年
、
木
の
実
不
足
の

影
響
で
ヒ
グ
マ
の
人
里
へ
の

出
没
が
増
え
、
本
市
で
も
目

撃
情
報
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
警
察
や
猟
友
会
と
連

携
し
、
現
地
確
認
や
注
意
喚

起
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

猟
友
会
の
担
い
手
減
少
な
ど

を
踏
ま
え
、
新
た
な
対
策
も

必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
春

期
管
理
捕
獲
や
撃
退
装
置
の

活
用
な
ど
他
市
の
事
例
を
参

考
に
し
つ
つ
、
地
域
特
性
を

踏
ま
え
、
市
民
の
安
全
確
保

を
最
優
先
に
効
果
的
な
対
策

を
研
究
し
ま
す
。

増
加
す
る
熊
被
害
へ

の
対
策
に
つ
い
て

緊急銃猟制度：環
境省HP

まつばら こ

「日本共産党」
松原やす子  議員

安全確保された緊急銃猟
のイメージ

　
　
物
価
高
に
直
面
す
る
家

計
や
企
業
を
支
援
す
る
た
め

の
重
点
支
援
地
方
交
付
金
の

活
用
に
つ
い
て
、
地
域
の
実

情
に
即
し
た
対
応
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
本
市
の
考
え
と

市
民
へ
の
迅
速
な
支
援
に
向

け
た
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
伺
う
。

　
　
国
は
令
和
７
年
11
月
に
、

物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
る

生
活
者
や
事
業
者
を
支
援
す

る
た
め
、
重
点
支
援
地
方
交

付
金
の
拡
充
方
針
を
閣
議
決

定
し
ま
し
た
。
現
時
点
で
は

具
体
的
な
金
額
が
示
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
が
、
国
の
通
知
を

踏
ま
え
、
施
策
の
優
先
順
位

を
考
慮
し
、
生
活
者
や
事
業

者
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る

事
業
を
検
討
し
ま
す
。
ま
た
、

国
は
年
内
の
予
算
化
を
目
指

し
て
お
り
、
情
報
が
確
定
次

第
、
速
や
か
に
対
応
で
き
る

よ
う
準
備
を
進
め
ま
す
。

　
　
社
会
情
勢
が
変
化
す
る

中
に
あ
っ
て
も
、
財
政
規
律

と
健
全
性
を
確
保
し
て
将
来

に
わ
た
っ
て
持
続
的
な
財
政

運
営
を
行
っ
て
い
く
た
め
に

は
、
健
全
な
財
政
運
営
に
関

す
る
条
例
の
制
定
が
必
要
だ

と
思
う
が
、
市
の
考
え
を
伺

う
。
　
　
本
市
は
、
財
政
事
項
の

公
表
に
関
す
る
条
例
に
基
づ

き
年
２
回
、
広
報
紙
で
財
政

状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

明
文
化
さ
れ
た
財
政
運
営
ル

ー
ル
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
地

方
債
発
行
額
を
償
還
額
以
下

に
抑
え
る
な
ど
一
定
の
規
律

を
維
持
し
て
い
ま
す
。
今
後

の
厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま

え
、
基
本
方
針
や
中
期
的
見

通
し
に
基
づ
く
計
画
的
対
応

が
必
要
と
考
え
て
お
り
、
他

市
の
事
例
を
参
考
に
、
条
例

制
定
に
は
至
ら
な
い
も
の
の
、

そ
の
方
向
性
を
踏
ま
え
た
仕

組
み
づ
く
り
を
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

国
の
物
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て

国
方
針
に
基
づ
き
事
業
を
検
討

有
害
鳥
獣
支
援
員
に
つ
い
て

協
力
隊
員
の
定
着
を
支
援
す
る

健
全
な
財
政
運
営
に

関
す
る
条
例
制
定
は

ヒグマの目撃情報
：市HP

い とう み　え　こ

「民主クラブ」
伊藤美恵子  議員

やまもととき お

「令和公明クラブ」
山本時雄  議員

令和７年総合経済
対策：首相官邸H
P

熊出没注意看板
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一　般　質　問 一　般　質　問

　
　
健
康
保
険
証
の
廃
止
に

伴
い
、
国
民
健
康
保
険
加
入

者
の
う
ち
、
マ
イ
ナ
保
険
証

を
持
た
な
い
方
へ
健
康
保
険

証
に
代
わ
る
資
格
確
認
書
を

自
動
送
付
し
た
こ
と
を
確
認

し
た
い
。
ま
た
、
他
の
自
治

体
も
同
様
に
自
動
送
付
し
て

い
る
か
。

　
　
国
民
健
康
保
険
の
被
保

険
者
に
つ
い
て
は
、
従
来
の

健
康
保
険
証
の
有
効
期
限
が

切
れ
る
前
の
令
和
７
年
７
月

に
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を
所
持

し
て
い
な
い
方
へ
申
請
不
要

で
自
動
的
に
資
格
確
認
書
を

送
付
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被

保
険
者
に
つ
い
て
は
、
暫
定

的
な
措
置
と
し
て
、
マ
イ
ナ

保
険
証
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
、
令
和
８
年
７
月
31
日
ま

で
有
効
と
な
る
資
格
確
認
書

を
交
付
し
て
い
ま
す
。
他
の

自
治
体
で
の
資
格
確
認
書
の

送
付
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、

詳
細
を
把
握
し
て
い
ま
せ
ん

が
、
国
の
方
針
に
基
づ
き
運

用
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
　
令
和
７
年
10
月
に
大
規

模
災
害
を
想
定
し
実
施
さ
れ

た
防
災
総
合
訓
練
で
は
、
関

係
機
関
の
連
携
が
確
認
さ
れ

た
と
聞
く
が
、
計
画
ど
お
り

円
滑
に
進
め
ら
れ
た
の
か
。

あ
わ
せ
て
、
冬
期
に
お
け
る

訓
練
計
画
に
対
す
る
市
の
考

え
を
伺
う
。

　
　
今
回
８
年
ぶ
り
に
開
催

し
た
防
災
総
合
訓
練
は
、
関

係
機
関
と
の
連
携
を
重
視
し
、

令
和
６
年
４
月
の
防
災
会
議

以
降
、
協
力
依
頼
と
協
議
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。
当
日
は

ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
被
害
状
況

調
査
、
応
急
救
護
、
陸
上
自

衛
隊
と
の
避
難
者
輸
送
な
ど
、

各
機
関
と
連
携
し
た
訓
練
を

実
施
し
ま
し
た
。
今
後
は
実

践
的
な
避
難
訓
練
や
市
民
周

知
を
重
視
し
た
訓
練
、
さ
ら

に
冬
期
災
害
を
想
定
し
た
訓

練
の
実
施
に
向
け
研
究
を
進

め
、
関
係
機
関
と
の
関
係
構

築
に
努
め
ま
す
。

　
　
Ｊ
Ｒ
留
萌
本
線
廃
線
後
、

深
川
・
石
狩
沼
田
間
の
代
替

交
通
に
加
え
、
北
一
已
駅
周

辺
住
民
へ
の
タ
ク
シ
ー
助
成

が
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
対
象
範
囲
は
ど
こ
か
。
ま

た
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
と
１
市
２

町
で
締
結
し
た
覚
書
の
内
容

を
伺
う
。

　
　
深
川
・
石
狩
沼
田
間
の

代
替
交
通
は
、
日
中
は
空
知

中
央
バ
ス
が
沼
田
線
を
継
続

運
行
し
、
朝
夕
は
道
北
バ
ス

と
明
日
萌
観
光
バ
ス
が
新
た

に
運
行
を
担
い
ま
す
。
こ
れ

に
伴
い
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
は
18

年
間
で
自
治
体
ご
と
に
３
億

６
４
０
０
万
円
の
運
行
経
費

と
、
ま
ち
づ
く
り
に
対
し
７

０
０
０
万
円
の
支
援
を
確
約

し
、
令
和
７
年
９
月
30
日
に

覚
書
を
締
結
し
ま
し
た
。
ま

た
、
北
一
已
駅
周
辺
住
民
に

は
タ
ク
シ
ー
助
成
を
検
討
し

て
お
り
、
対
象
範
囲
な
ど
を

今
後
調
整
し
て
い
き
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
留
萌
本
線
の
廃

線
後
に
つ
い
て

保
険
証
廃
止
と
資
格

確
認
書
の
自
動
送
付

資格確認書のイメージ

さ　さ　き かず お

「れいわ新選組」
佐々木一夫  議員

資格確認書及び資
格情報通知書の交
付について：市HP

　
　
障
が
い
者
雇
用
は
、
雇

用
率
を
上
げ
る
段
階
か
ら
キ

ャ
リ
ア
形
成
や
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
を
支
え
る
段
階
へ
移
行
し

て
い
る
。
行
政
と
し
て
、
現

代
の
労
働
市
場
で
求
め
ら
れ

る
ス
キ
ル
を
学
べ
る
環
境
の

整
備
や
取
組
を
行
っ
て
い
る

か
伺
う
。

　
　
Ｉ
Ｔ
・
デ
ジ
タ
ル
ス
キ

ル
習
得
の
環
境
整
備
は
、
障

が
い
者
の
就
労
機
会
の
拡
大

と
職
場
定
着
に
重
要
と
認
識

し
て
い
ま
す
。
市
と
し
て
教

育
訓
練
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、
障
が
い
者
の
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
や
市
内
企
業
の
法
定

雇
用
率
の
向
上
が
図
ら
れ
る

よ
う
、
国
や
北
海
道
が
実
施

す
る
公
共
職
業
訓
練
の
情
報

提
供
や
支
援
制
度
の
周
知
を

進
め
て
い
る
ほ
か
、
農
福
連

携
懇
談
会
を
通
じ
て
農
作
業

ス
キ
ル
の
習
得
機
会
を
設
け

て
い
ま
す
。
今
後
も
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
な
ど
関
係
機
関
と
連

携
し
な
が
ら
、
障
が
い
者
の

雇
用
促
進
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

　
　
投
票
所
が
遠
い
、
行
く

手
段
が
少
な
い
と
い
う
声
が

多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
買

物
の
つ
い
で
に
立
ち
寄
れ
る

利
点
を
踏
ま
え
、
現
在
、
町

な
か
に
建
設
中
の
複
合
施
設

に
投
票
所
及
び
期
日
前
投
票

所
を
設
置
す
る
考
え
に
つ
い

て
伺
う
。

　
　
期
日
前
投
票
所
の
設
置

に
つ
い
て
は
、
投
票
管
理
者

や
立
会
人
な
ど
の
人
的
要
件

に
課
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

当
面
は
設
置
が
困
難
と
考
え

て
い
ま
す
。
一
方
、
選
挙
当

日
の
投
票
所
設
置
に
つ
い
て

は
、
現
在
、
第
１
投
票
所
と

し
て
使
用
し
て
い
る
中
央
公

民
館
が
、
令
和
８
年
秋
に
供

用
廃
止
予
定
で
あ
る
た
め
、

新
た
な
第
１
投
票
所
の
候
補

と
し
て
、
複
合
施
設
の
活
用

を
検
討
し
て
い
ま
す
。

障
が
い
者
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
は

関
係
機
関
と
連
携
し
雇
用
促
進

公共職業訓練（障
がいのあるかた）
：市HP

防
災
総
合
訓
練
実
施
に
つ
い
て

冬
期
災
害
の
訓
練
実
施
を
研
究

複
合
施
設
に
投
票
所

を
設
置
す
る
考
え
は

複合施設内観イメージ

防災に関する協定
：市HP

関係機関との連携を重視
した防災総合訓練の様子

おおまえあき よ

「民主クラブ」
大前昭代  議員

きたむら かおる

「公政クラブ」
北村　薫  議員
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一　般　質　問

　
　
雨
竜
川
で
は
３
年
連
続

で
大
雨
に
よ
る
浸
水
被
害
が

発
生
し
て
い
る
。
市
と
し
て
、

川
岸
の
木
の
伐
採
や
河
床
掘

削
な
ど
の
対
策
に
係
る
予
算

確
保
を
河
川
事
務
所
や
北
海

道
に
働
き
か
け
る
な
ど
、
今

後
の
氾
濫
対
策
の
対
応
に
つ

い
て
伺
う
。

　
　
令
和
７
年
８
月
の
大
雨

で
は
、
北
海
道
開
発
局
に
よ

る
樹
木
伐
採
の
効
果
で
、
河

川
水
位
が
約
20
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
低
下
し
、
氾
濫
は
回
避

さ
れ
ま
し
た
が
、
一
部
で
浸

水
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
市
と
し
て
も
樹

木
伐
採
や
河
道
掘
削
な
ど
の

治
水
事
業
に
必
要
な
財
源
確

保
を
国
へ
求
め
る
こ
と
が
重

要
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後

も
上
流
域
で
の
対
策
の
継
続

に
つ
い
て
、
雨
竜
川
治
水
促

進
期
成
会
を
通
じ
て
国
に
対

し
強
く
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
毎
年
約
８
０
０
０
人
が

退
職
す
る
自
衛
隊
員
に
農
業

へ
の
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う

た
め
、
Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
や

関
係
団
体
と
連
携
し
て
、
農

業
体
験
や
イ
ベ
ン
ト
参
加
の

機
会
を
設
け
る
な
ど
、
担
い

手
確
保
対
策
を
検
討
し
て
は

ど
う
か
。

　
　
退
職
自
衛
官
の
農
業
分

野
へ
の
参
入
に
つ
い
て
は
、

令
和
７
年
６
月
に
農
林
水
産

省
や
防
衛
省
、
農
業
団
体
な

ど
が
人
材
確
保
の
強
化
に
向

け
た
申
合
せ
を
締
結
し
ま
し

た
。
本
市
で
も
、
深
川
未
来

フ
ァ
ー
ム
が
最
寄
り
の
自
衛

隊
へ
情
報
提
供
を
依
頼
し
、

就
農
希
望
者
の
農
業
体
験
や

相
談
に
つ
な
げ
る
取
組
を
進

め
て
い
ま
す
。
今
後
も
深
川

未
来
フ
ァ
ー
ム
や
Ｊ
Ａ
き
た

そ
ら
ち
と
連
携
し
、
農
業
を

再
就
職
先
と
し
て
選
択
し
て

も
ら
え
る
よ
う
、
退
職
自
衛

官
を
含
む
人
材
確
保
を
推
進

し
ま
す
。

雨
竜
川
の
氾
濫
対
策
に
つ
い
て

治
水
対
策
の
財
源
確
保
を
要
望

農
業
現
場
の
担
い
手

確
保
対
策
に
つ
い
て

掲
載
以
外
の
質
問
項
目

質
問
内
容
は
、
深
川
市
議
会
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
一
般
質
問
通
告
表
で
確
認
で
き
ま
す
。

深川市議会
YouTube
チャンネル

一般質問
通告表

う　どうまさ お

「公政クラブ」
有働正夫  議員

令和７年８月の大雨によ
る雨竜川の浸水被害

農業自衛隊HP

■田畑　陽美 議員
・ふかがわシードルのさらなるＰＲ活動について
・市職員の副業解禁後の状況と今後の考えについて

■新田　　旺 議員
・防犯カメラ設置支援による安心・安全なまちづくりについて

■松本　雅祐 議員
・森林環境譲与税を活用したグリーンパーク２１の修繕について
・事業者が設置する太陽光発電設備について

■伊藤美恵子 議員
・市立病院看護師の働き方改革について
・市役所の窓口開庁時間の変更について

■山本　時雄 議員
・空き家流通対策について
・深川産バレイショについて

■松原やす子 議員
・コンサルタントやアドバイザー頼みだけでない、現場発信の工夫を

■大前　昭代 議員
・居住サポート住宅について
・ゴミの分別について

■北村　　薫 議員
・夏まつりと冬のイベントについて
・市内ハイヤー業者の営業時間短縮について

■佐々木一夫 議員
・市立病院職員処分問題の虚偽答弁及び調査委員会報告書の信憑性・立証性に
　ついて
・高額療養費制度とＯＴＣ類似薬の保険適用除外及び高齢者医療負担の動きと
　今後の影響について
・市営住宅単身高齢入居者の問題について
・新聞報道された空き家解体行政代執行について
・下水道汚泥処理費について
・吉住公民館の廃止について

■有働　正夫 議員
・マイナ保険証の普及活動について
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　第４回定例会では、10人の議員
が一般質問を行いました。議案審
査では、タブレット端末の試験運用を実施し、
初めての挑戦で戸惑いもありましたが、今後
は操作に慣れ、経費節減や議会運営の効率化
につなげていきたいと考えています。
　令和８年が市民の皆様にとってよい年とな
ることを願い、編集後記といたします。

広報編集委員　北村　　薫

編 集 後 記問合先：深川市議会事務局内

■正式な会期日程は、
直前の議会運営委
員会で決定されま
す。詳しくは深川
市議会事務局へ問
い合わせください。
■本会議は、いずれ
の日程も傍聴する
ことができます。
当日、市役所４階
の議会事務局で受
付しています。

9
㈪

常
任
委
員
会

10
㈫

常
任
委
員
会

13
㈮

予
算
審
査
特
別
委
員
会

16
㈪

予
算
審
査
特
別
委
員
会

17
㈫

予
算
審
査
特
別
委
員
会

19
㈭

本
会
議
6
日
目

6
㈮

本
会
議
5
日
目

5
㈭

本
会
議
4
日
目

4
㈬

本
会
議
3
日
目

3
㈫

本
会
議
２
日
目

2
㈪

本
会
議
１
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3月
定例会の
予定

３/２～３/19〈18日間〉
時間はいずれも午前10時～

市
議
会
だ
よ
り
に
掲
載
し
き
れ

な
か
っ
た
案
件
は
Ｈ
Ｐ
で
確
認

で
き
ま
す
。

議決結果

第４回
定例会

深川市水道事業給水条例の一部を改
正する条例について ○ 可決○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○

議 員 名（ 議 席 番 号 順 ）

伊
藤
美
恵
子

新
田
　
　
旺

有
働
　
正
夫

村
上
　
　
誠

松
原
や
す
子

佐
々
木
一
夫

大
前
　
昭
代

田
畑
　
陽
美

北
村
　
　
薫

近
沢
　
弘
幸

鶴
岡
　
恵
司

宮
澤
　
孝
司

松
本
　
雅
祐

山
本
　
時
雄

※賛成＝○、反対＝●、近沢弘幸議長は採決に加わりません。

議
決
結
果
▼

【
意
見
書
】

【
人
事
案
件
】

全
会
一
致
で
可
決
し
、
内
閣
総
理
大
臣
な
ど
に
送

付
し
ま
し
た

■
食
料
・
農
業
・
農
村
政
策
確
立
に
関
す
る
予
算
の
拡

充
等
を
求
め
る
意
見
書

■
最
高
裁
判
決
に
基
づ
き
全
て
の
生
活
保
護
利
用
者
に

対
す
る
速
や
か
な
被
害
回
復
措
置
を
求
め
る
意
見
書

■
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
保
険
給
付
の
在
り
方
の
見
直
し
に

つ
い
て
慎
重
審
議
を
行
う
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

　
　
中
本　
照
子 

さ
ん

　
　
圓
淨　
貴
之 

さ
ん

　
　
定
岡
統
美
子 

さ
ん

　
旭
川
地
方
法
務
局
長
か
ら
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
人
権

擁
護
委
員
の
候
補
者
と
し
て
、
定
例
会
初
日
の
12
月
９

日
に
、
先
の
方
々
の
推
薦
が
あ
り
、
全
会
一
致
で
適
任

と
答
申
し
ま
し
た
。

■
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

適
任
と
答
申


